
【掲載日】2016 年 1 月 7 日 

 
【学科別】附属地震火山観測所 

 
【タイトル】 
『県内 7 カ所でも 10 秒の振動観測』（附属地震火山観測所 小菅教授） 

 
【本文】 
東奥日報 2016 年 1 月 7 日（木）2 面掲載 

 
  



 

※この画像は当該ページに限って東奥日報社が 

利用を許諾したものです。 

東奥日報社に無断で転載することを禁止します。 

[問合せ先]弘前大学理工学研究科 

E-mail:r_koho@hirosaki-u.ac.jp 

2016年 1月 7日（木） 東奥日報 2面掲載 



【掲載日】2016 年 2 月 1 日 

 
【学科別】物質創成化学科 

 
【タイトル】 
昨年 10 月 20，21 日に千葉工業大学（千葉県習志野市）で開催された 2015 年度色材研究

発表会において理工学研究科博士後期課程 1 年及川祐梨さんが最優秀講演賞を受賞しまし

た。 

 
【本文】 
学会名：一般社団法人 色材協会 2015 年度色材研究発表会 最優秀講演賞 
受賞者：及川祐梨（博士後期課程 1 年） 
発表タイトル：種々の低分子有機化合物がカプセル化されたフルオロアルキル基含有ビニ

ルトリメトキシシランオリゴマー/タルクコンポジット類の水・油分離への応用 

 



 
  



【掲載日】2016 年 3 月 3 日 

 
【学科別】理工学部全般 

 
【タイトル】 
『弘大と函館高専が協定』 

 
【本文】 
東奥日報 2016 年 3 月 3 日（木）22 面掲載 

 
  



 

※この画像は当該ページに限って東奥日報社が 
利用を許諾したものです。 
東奥日報社に無断で転載することを禁止します。 
[問合せ先]弘前大学理工学研究科 
E-mail:r_koho@hirosaki-u.ac.jp 
 

2016 年 3 月 3 日（木） 東奥日報 22 面掲載 



【掲載日】2016 年 3 月 10 日 

 
【学科別】理工学部全般 

 
【タイトル】 
弘前大学理工学研究科と函館高専が学術交流協定を締結しました。 

 
【本文】 
 弘前大学理工学研究科と函館工業高等専門学校との学術交流に関する協定調印式が，３

月１０日，函館高専にて執り行われました。 
 理工学研究科宮永崇史研究科長と函館高専但野茂校長の協定書への署名後，協定書の交

換が行なわれ，協定の締結と成りました。 
 今後理工学研究科と函館高専は教育及び学術研究等に関して協力関係を築き，交流を推

進していく予定です。 

 

 

 



 

（左）理工学研究科宮永研究科長 （右）函館高専但野校長 

  



【掲載日】2016 年 3 月 10 日 

 
【学科別】物質創成化学科 

 
【タイトル】 
２０１６年３月１０日（木）喜多昭一先生最終講義が行なわれました。 

 
【本文】 
 ２０１６年３月１０日（木）『金属錯体の光化学を歩んで』という演題で，物質創成化学

科喜多昭一先生の最終講義が行なわれ，講義終了後は，教職員を始め多数の学生が見守る

中，お祝いの花束が贈呈されました。 

 

 

 



 

  



【掲載日】2016 年 3 月 14 日 

 
【学科別】自然エネルギー学科 

 
【タイトル】 
大学院博士前期課程 2 年（新エネルギー創造工学コース）の曹サイさんが化学工学会第 81
年会で学生奨励賞を受賞しました。 

 
【本文】 
賞の名称：学生奨励賞 
受賞者：曹サイ（M2） 
講演題目：Metal modified nanosheet-like molybdenum carbide catalysts for formic acid 

decomposition 
会議名称および開催地：化学工学会第 81 年会（関西大学） 
受賞日：2016 年 3 月 14 日 



 
  



【掲載日】2016 年 3 月 16 日 

 
【学科別】地球環境学科 

 
【タイトル】 
大学院博士前期課程 1 年の齊藤 司さん（地球環境学コース）が日本農業気象学会 2016 年

全国大会で優秀ポスター賞を受賞しました。 

 
【本文】 
賞の名称：優秀ポスター賞 
受賞者：齊藤 司（理工学研究科博士前期課程・理工学専攻地球環境学コース 1 年） 
発表題目：群落内 CO2 貯留を考慮した白神山地ブナ林における炭素収支」 
学会名（開催場所）：日本農業気象学会 2016 年全国大会（岡山大学津島キャンパス） 

http://www.agrmet.jp/samj2016/index.html 
受賞日：2016 年 3 月 16 日 

 



 

  



【掲載日】2016 年 4 月 1 日 

 
【学科別】地球環境防災学科 

 
【タイトル】 
野尻幸宏教授（地球環境防災学科）が日本海洋学会より“2016 年度海洋学会宇田賞（平成

28 年 4 月 1 日）”を受賞 

 
【本文】 
受賞対象業績：海洋表層における二酸化炭素分圧の国際観測網の構築 

  
推薦理由: 
 野尻幸宏会員は，1995 年から篤志貨物船を用いた太平洋域における海洋表層 C02 分圧

観測網（SOOP）の構築に着手し，CO2 分圧測定装置の開発，データベースの作成，太平

洋における大気と海洋間の C02 収支の季節的・海域的な変動の解明まで，20 年の長きに

わたって同観測網の維持と拡充，その科学的成果の発信に主導的な役割を果たしてきた。

これらのデータに基づく研究成果は海洋のC02吸収フラックスの見積り精度を大きく向上

させ，IPCC 等を通じた世界の温暖化対応に大きく貢献した。また，野尻会員は海洋表層

の C02 分圧について，国際的な相互検定実験や精度向上のための国際ワークショップを繰

り返し主催することでその実現に尽力してきた。2011 年からは世界の海洋表層 CO2 分圧

観測データが相互利用される国際データシステムが公開利用されるようになり，その確立

のための国際活動にも大きく貢献した。 
 このように野尻会員は，現在世界的に高く評価されている太平洋表層の温暖化観測シス

テムの基盤構築に大きく貢献してきた。これらの極めて大きな功績により，野尻幸宏会員

は日本海洋学会宇田賞を受賞することとなった。 

 



 

 

 



 
  



【掲載日】2016 年 4 月 13 日 

 
【学科別】地球環境防災学科 

 
【タイトル】 
東奥日報 2016 年 4 月 13 日（水）掲載記事『宇宙線 19 万年前強さ 2 倍』，陸奥新報 2016
年 4 月 13 日（水）掲載記事『宇宙線の強度変動解明』（地球環境防災学科 堀内助教） 

 
【本文】 
東奥日報 2016 年 4 月 13 日（水）1 面掲載 
陸奥新報 2016 年 4 月 13 日（水）1 面掲載 

  



 

※この画像は当該ページに限って東奥日報社が 
利用を許諾したものです。 
東奥日報社に無断で転載することを禁止します。 
[問合せ先]弘前大学理工学研究科 
E-mail:r_koho@hirosaki-u.ac.jp 

2016 年 4 月 13 日（水） 東奥日報 1 面掲載 



 

※この画像は当該ページに限って陸奥新報社が利用を許諾したものです。 
[問合せ先]弘前大学理工学研究科 E-mail:r_koho@hirosaki-u.ac.jp 

平成 28 年 4 月 13 日（水） 陸奥新報 1 面掲載 



【掲載日】2016 年 4 月 21 日 

 
【学科別】機械科学科 

 
【タイトル】 
玉井捷太郎さん（大学院理工学研究科博士前期課程知能機械工学コース 2 年）が 2015 年

度精密工学会秋季大会学術講演会優秀研究奨励賞を受賞しました。 

 
【本文】 
賞の名称：公益財団法人精密工学会東北支部 優秀研究奨励賞 
受賞者：玉井捷太郎（大学院理工学研究科博士前期課程知能機械工学コース 2 年） 
発表題目：注射針穿刺抵抗定量化の検討（玉井捷太郎，花田修賢，藤﨑和弘，小野俊郎） 
学会名：2015 年度精密工学会秋季大会学術講演会（2015.9.4-6，東北大学） 
受賞日：2016 年 4 月 21 日（精密工学会東北支部総会） 

  
（概要） 
 大学院博士前期課程 2 年の玉井捷太郎君（知能機械工学コース）が精密工学会東北支部

から優秀研究奨励賞を授与されました。本賞は 2015 年度精密工学会秋季大会 学術講演

会（2015.9.4-6，東北大学）で発表した東北支部会員の発表論文の中から優れた若手研究

者に授与されるものです。2016 年度精密工学会東北支部総会（2016.4.21，山形高度技術

研究開発センター）において表彰式が実施されました。 



 
  



【掲載日】2016 年 4 月 22 日 

 
【学科別】電子情報工学科 

 
【タイトル】 
小林徹哉さん（大学院博士前期課程電子情報工学コース 2016 年 3 月修了）が平成 27 年度

電気学会東北支部優秀論文賞を受賞しました。 

 
【本文】 
賞の名称：平成 27 年度電気学会東北支部優秀論文賞 
受賞者：小林徹哉（電子情報工学コース、2016 年 3 月修了） 
論文題目：インダクタンス逆行列を用いた三次元集積回路の貫通シリコンビア間結合容量

抽出（Vol.135, No.7, 2015） 
学会名：電気学会 東北支部 
受賞日：平成 28 年 4 月 22 日 

 



 

 



 
  



【掲載日】2016 年 4 月 28 日 

 
【学科別】機械科学科 

 
【タイトル】 
『大阪女児死亡火災 再審決め手実験監修』（機械科学科 伊藤教授） 

 
【本文】 
東奥日報 2016 年 4 月 28 日（木）夕刊 3 面掲載 

 
  



 
2016 年 4 月 28 日（木） 東奥日報夕刊 3 面掲載 

※この画像は当該ページに限って東奥日報社が 
利用を許諾したものです。 
東奥日報社に無断で転載することを禁止しま

す。 
[問合せ先]弘前大学理工学研究科 
E-mail:r_koho@hirosaki-u.ac.jp 
 



【掲載日】2016 年 6 月 9 日 

 
【学科別】機械科学科 

 
【タイトル】 
竹囲年延助教（機械科学科）が日本機械学会「ロボティクス・メカトロニクス講演会 2015」
でベストプレゼンテーション賞を受賞しました。 

 
【本文】 
賞の名称：一般社団法人日本機械学会ロボティクス・メカトロニクス部門ベストプレゼン

テーション表彰 
受賞者：竹囲年延（機械科学科・助教） 
論文題目：触圧の測定が可能な指サック型ゴム製人工皮膚層ひずみゲージサンド 
学会名：一般社団法人日本機械学会ロボティクス・メカトロニクス部門 
受賞日：平成 28 年 6 月 9 日 



 
  



【掲載日】2016 年 6 月 10 日 

 
【学科別】機械科学科 

 
【タイトル】 
『新たな消火法確立へ』（機械科学科 鳥飼准教授） 

 
【本文】 
陸奥新報 2016 年 6 月 10 日（金）11 面掲載 

 
  



 

2016 年 6 月 10 日（金）陸奥新報 11 面掲載

※この画像は当該ページに限っ

て陸奥新報社が 

利用を許諾したものです。 

[問合せ先]弘前大学理工学研究科

E-mail:r_koho@hirosaki-u.ac.jp 



【掲載日】2016 年 6 月 19 日 

 
【学科別】機械科学科 

 
【タイトル】 
機械科学科 森脇健司助教（H28.4.1～在籍）が日本バイオレオロジー学会奨励賞を受賞し

ました。 

 
【本文】 
賞の名称：日本バイオレオロジー学会奨励賞 
論文名：「脳動脈瘤治療用多孔薄膜カバードステントの開発：フローダイバーターとの瘤内

血流抑制能の生体外回路での比較」 
学会名：日本バイオレオロジー学会 
受賞日：平成 28 年 6 月 19 日 



 
  



【掲載日】2016 年 7 月 11 日 

 
【学科別】物質創成化学科 

 
【タイトル】 
『元気です』（物質創成化学科 3 年 赤澤佑太さん） 

 
【本文】 
陸奥新報 2016 年 7 月 11 日（月）14 面掲載 

 
  



 2016 年 7 月 11 日（月）陸奥新報 14 面掲載

※この画像は当該ページに限っ

て陸奥新報社が 

利用を許諾したものです。 

[問合せ先]弘前大学理工学研究科

E-mail:r_koho@hirosaki-u.ac.jp 



【掲載日】2016 年 7 月 11 日 

 
【学科別】電子情報工学科 

 
【タイトル】 
電子情報工学科 3 年 成田佳樹さんが平成 28 年度ヤマト福祉財団奨学生に選ばれました。 

 
【本文】 
 電子情報工学科 3 年の成田佳樹さんが「平成 28 年度ヤマト福祉財団奨学生」に選ばれ，

平成 28 年 7 月 11 日，本学部にて奨学金贈呈決定書の贈呈式が執り行われました。 
 ヤマト福祉財団は，障がいのある学生への奨学金の支給を行っており，今年度 11 名の募

集に対し，55 名の応募があり，東北地区では唯一成田さんが選ばれました。 
 贈呈式を終えた成田さんは「一層学業に励みたい，また障がいのある人の自立を援助す

る活動をしていきたい。」と今後の抱負を語ってくれました。 

 

 

ヤマト財団から贈呈を受ける成田さん 

 

（左から） 
理工学研究科 今井 雅 教授，加藤 博雄 研究科長，成田 佳樹さん，ヤマト運輸労働組合

青森支部 三上 雅仁 執行委員長，理工学研究科 齋藤 伸雄 事務長 

  



【掲載日】2016 年 8 月 5 日 

 
【学科別】電子情報工学科 

 
【タイトル】 
新岡七奈子さん（大学院理工学研究科博士前期課程電子情報工学コース 2 年）が弘前大学

成績優秀学生表彰を受賞しました。 

 
【本文】 
賞の名称：弘前大学成績優秀学生表彰 
受賞者：新岡 七奈子（理工学研究科博士前期課程・理工学専攻電子情報工学コース 2 年） 
受賞日：2016 年 8 月 5 日 

 

 

 



 
  



【掲載日】2016 年 9 月 6 日 

 
【学科別】自然エネルギー学科 

 
【タイトル】 
Patchiya Phanthong さん（大学院理工学研究科博士後期課程安全システム工学専攻 3 年）

が化学工学会第 48 回秋季大会で優秀ポスター賞を受賞しました。 

 
【本文】 
賞の名称：優秀ポスター発表賞 
受賞者：Patchiya Phanthong（大学院理工学研究科博士後期課程 安全システム工学専攻

3 年） 
講演題目：Production of high-quality nanocellulose by using ion liquid combined with 

ball milling method 
会議名称および開催地：化学工学会第 48 回秋季大会（徳島大学常三島キャンパス） 
受賞日：2016 年 9 月 6 日 
HP：http://www3.scej.org/meeting/48f/ 



 
  



【掲載日】2016 年 9 月 11 日 

 
【学科別】物質創成化学科 

 
【タイトル】 
平成 28 年度化学系学協会東北大会にて大学院理工学研究科博士前期課程理工学専攻物質

創成化学コース 1 年の中川雄太君と妻鳥大輝君が優秀ポスター賞を受賞しました。 

 
【本文】 
 9 月 10 日～11 日に福島県いわき市で開かれた平成 28 年度化学系学協会東北大会におい

て, 大学院理工学研究科博士前期課程理工学専攻物質創成化学コース1年の中川雄太君（伊

東研究室）と妻鳥大輝君（阿部研究室）の両名が優秀ポスター賞を受賞しました。 

  
受賞者：中川雄太（有機化学分野） 
発表タイトル：“Synthesis and Properties of Supercycloparaphenylene” 

  
受賞者：妻鳥大輝（電気化学分野） 
発表タイトル：“Photoelectrochemical and photocatalytic studies of perylene  
derivative/lead phthalocyanine p-n bilayer responsive to VIS～NIR photoenergy” 

 



 
 



 
  



【掲載日】2016 年 9 月 12 日 

 
【学科別】地球環境防災学科 

 
【タイトル】 
地球環境防災学科 髙橋龍一助教の解説「宇宙密度揺らぎの振幅問題―標準宇宙論への警

告!?―」が『日本物理学会誌』第 71 巻第 9 号に掲載されました。 

 
【本文】 
地球環境防災学科 髙橋龍一助教の解説 
「宇宙密度揺らぎの振幅問題―標準宇宙論への警告!?―」 
が一般社団法人日本物理学会『日本物理学会誌』第 71 巻第 9 号に掲載されました。 

  
下記ＵＲＬからご一覧ください 

http://www.jps.or.jp/books/gakkaishi/2016/09/71-09reviews1.pdf 
 
  



【掲載日】2016 年 10 月 3 日 

 
【学科別】物質創成化学科 

 
【タイトル】 
アメリカ化学会ポリマー部会 フルオロポリマー2016 国際会議で，及川祐梨さん（大学院

理工学研究科博士後期課程 2 年）が最優秀ポスター賞を，Arissara Ratcha (アリサラ ラ
ッチャ）さん（同 2 年）が優秀ポスター賞を受賞しました。 

 
【本文】 
賞の名称：最優秀ポスター賞 
受賞者：及川祐梨（大学院理工学研究科博士後期課程 2 年） 
発表題目：Preparation of Fluoroalkylated Oligomer/Talc Composites - Encapsulated  

Hydrophilic Polymeric Compounds Possessing Highly Oleophobic and 
Superhydrophilic Characteristics 
会議名称：アメリカ化学会(ACS)ポリマー部会(ACS Division of Polymer Chemistry) フル

オロポリマー2016 国際会議 
開催地：ニューオーリンズ（アメリカ合衆国） 
受賞日：2016 年 10 月 3 日 

 



賞の名称：優秀ポスター賞 
受賞者：Arissara Ratcha (アリサラ ラッチャ）（大学院理工学研究科博士後期課程 2 年） 
発表題目：Preparation and Thermal Stability of Fluoroalkyl End-Capped  

Vinyltrimethoxysilane  Oligomeric Silica/Poly(acrylonitrile-co-butadiene) 
Nanocomposites - Application to the Separation of Oil and Water 
会議名称：アメリカ化学会(ACS)ポリマー部会(ACS Division of Polymer Chemistry) フル

オロポリマー2016 国際会議 
開催地：ニューオーリンズ（アメリカ合衆国） 
受賞日：2016 年 10 月 3 日 

 
  



【掲載日】2016 年 10 月 6 日 

 
【学科別】機械科学科 

 
【タイトル】 
『除雪 ロボにお任せ』（機械科学科 竹囲助教） 

 
【本文】 
東奥日報 2016 年 10 月 6 日（木）25 面掲載 

 
  



 2016 年 10 月 6 日（木） 東奥日報 25 面掲載 

※この画像は当該ページに限って東奥日報社が

利用を許諾したものです。 

東奥日報社に無断で転載することを禁止しま

す。 

[問合せ先]弘前大学理工学研究科 

E-mail:r_koho@hirosaki-u.ac.jp 

 



【掲載日】2016 年 10 月 27 日 

 
【学科別】物質創成化学科 

 
【タイトル】 
大学院博士後期課程機能創成科学専攻 3 年の関口龍太君と伊東俊司教授らの論文が日本化

学会の欧文学術雑誌 The Bulletin of the Chemical Society of Japan に BCSJ Award 
Article として掲載され，同誌 2016 年 10 月号の表紙を飾りました。 

 
【本文】 

Bull. Chem. Soc. Jpn., 2016, 89 (10), pp. 1260-1275. 
BCSJ Award Article（BCSJ 賞受賞論文） 

  
Ryuta Sekiguchi, Shun Kudo, Jun Kawakami, Atsushi Sakai, Hiroshi Ikeda, Hiromu 
Nakamura, Kazuchika Ohta, and Shunji Ito 
Preparation of a Cyclic Polyphenylene Array for a Chiral-Type Carbon Nanotube 
Segment 
DOI: http://dx.doi.org/10.1246/bcsj.20160145 [PDF] 
 

 
  



【掲載日】2016 年 10 月 31 日 

 
【学科別】理工学部全般 

 
【タイトル】 
国立大学法人理学部長会議は声明文「国立大学法人理学部長会議声明－未来への投資－」

を発表いたしました。 

 
【本文】 
10 月 31 日（月） 国立大学法人理学部長会議は声明文「国立大学法人理学部長会議声明

－未来への投資－」を発表いたしました。［声明文 PDF］ 

  
平成 28 年 11 月 1 日付け「陸奥新報」2 面に掲載されました［PDF］ 
平成 28 年 11 月 1 日付け「東奥日報」21 面に掲載されました［PDF］ 
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平成 28 年 10 月 31 日 

 

国立大学法人理学部長会議声明 

―未来への投資― 

 

 

大隅良典先生のノーベル医学・生理学賞の受賞は、昨年の梶田隆章先生のノーベル物理学

賞ともども、まさに理学の目指す基礎研究の成果です。大隅先生の受賞は、理学の教育・

研究に携わる私たちとして、大変嬉しく、また誇らしく思います。昨年、梶田先生は、先

生の研究は何の役に立つかと聞かれて、「知の地平を広げる」と答えられ、今年の大隅先生

は、「『役に立つ』という言葉が社会を駄目にしている」と答えられました。これらの言葉

は、理学研究の特徴を大変よく表しています。基礎科学は人類の生み出した文化であり、

共有・継承すべき知的資産です。また、基礎科学は今すぐ社会の役に立たないかもしれま

せんが、いずれ役に立つと、私たちは確信しています。しかし、「役に立つ」を前提の研究

からは、梶田先生や大隅先生のような誰も踏み込んだことのない新たな発見は決して生ま

れません。出口が見えないだけに基礎研究は大変難しいのです。研究者の未知のものに対

する不断のアプローチが基礎研究の頼りであり、この不断のアプローチを続ける原動力が

「好奇心」です。しかし、「役に立つ」研究推進の大合唱が、「好奇心」を持ち続けること

を困難にさせ、「好奇心」を基盤とした基礎研究を委縮させています。特に、若い世代に対

する影響は甚大で、基礎科学を目指す若手の急激な減少をもたらしています。 

 国立大学法人理学部長会議は、我が国の基礎科学研究を継承・発展させ、豊かな社会を

形成するために必要な『知』の教育と研究を推進することによって社会に貢献することを

目指して組織されています。私たちは、「基礎科学こそが、科学・技術の基盤であり、我が

国の国力のもとであり、これなくしては、科学・技術の人類への貢献も我が国独自の産業

の創出もおぼつかないのではないか」と考え、大隅先生のノーベル賞受賞を機に声明を出

すことにしました。私たちは、現在我が国の置かれている困難な財政上の問題も十分理解

した上で、未来への投資として基礎科学の推進を訴えます。また、基礎科学推進の基盤と

して重要な役割を果たしている運営費交付金が継続的に削減されている現状、その結果と

して教員が削減されている大学現場の危機を訴えます。 
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私たちが訴えるのは具体的には以下の３点です。 

１． 基礎科学に対する理解と推進への支援をお願いします。 

２． 基礎科学の推進のために、国立大学の運営費交付金は欠かせません。運営費交

付金のこれ以上の削減は国の未来を危うくします。直ちにやめるべきです。 

３． 国立大学の教育・研究の基盤になっている教員の削減は綿々とつながる知の鎖

を断ち切り、教育力及び研究力を弱体化させます。教員数維持にご支援をお願

いします。 

 

 国立大学の基盤経費として措置されている運営費交付金は、独創的な研究のシーズを広

く探索するための原資となります。大隅先生の研究で言えば、顕微鏡を使って動く粒を観

察する過程に当たります。この時期の研究は、研究者自身にとってもどのように展開する

かわかりませんので、競争的資金で支援されることはありません。ましてや産業界からの

支援はあり得ません。しかし、大隅先生の研究からもわかるように、この時期の研究が決

定的に重要です。この 10年間以上にわたり毎年１％ずつ行われてきた運営費交付金の削減

が基礎研究の体力を奪っていることは明らかです。このままでは、10 年後、20年後に日本

からノーベル賞が出なくなることを懸念します。 

 

 運営費交付金の削減を受け、教員数はこの 10年間で大きく減少しています。さらに、今

年度からの第 5 期科学技術基本計画を受け、多くの国立大学で大幅な教員削減が提案され

ています。教員数の大幅な減少は、大学の知の継承と革新を損ないます。国立大学は明治

以来、日本の教育・研究のスタンダードとしてそれぞれの地域から我が国の発展に寄与し、

我が国の学術を支えてきました。この役割を堅持するためにも、これ以上の教員削減は避

けるべきだと考えます。また、教員の削減は次世代の若手教育者・研究者の育成に対して

も深刻な影響を与えます。大幅な教員削減を迫られている大学においては、定年で退職す

る教員を当分の間補充しないとしています。したがって、第 5 期科学技術基本計画中は若

手教育者・研究者が多くの大学で採用されないという、本計画で謳っている次世代の若手

研究者養成とは全く逆の事態を誘導しかねません。自分のキャリアが確保されないこの状

況の中で、次世代を担う若手が人生をかけて研究に参入するとは思えません。 
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 このように、大学だけでなく国にとっても事態はきわめて深刻です。大隅先生や梶田先

生の研究で見られた，若手研究者が生き生きと未知のものに挑むためのポストも場所も資

金も失われつつあります。未来への投資として、基礎研究の推進とその基になる、運営費

交付金と教員ポストの確保を訴えます。 

 

 

 

国立大学法人理学部長 

北海道大学理学部長  石森浩一郎 

弘前大学理工学部長  加藤博雄 

東北大学理学部長  早坂忠裕 

秋田大学理工学部長  村岡幹夫 

山形大学理学部長   玉手英利 

茨城大学理学部長  折山 剛 

筑波大学理学系組織連絡会議議長 木越英夫 

埼玉大学理学部長  鈴木 健 

千葉大学理学研究科長  柳澤 章 

東京大学理学系研究科長 福田裕穂 

東京工業大学理学院長  岡田哲男 

お茶の水女子大学理学部長 吉田裕亮 

新潟大学理学部長  松尾正之 

富山大学理学部長  中村省吾 

金沢大学理工研究域長  青木健一 

信州大学理学部長  尾関寿美男 

静岡大学理学部長  塩尻信義 

名古屋大学理学部長  松本邦弘 

京都大学理学研究科長  森脇 淳 

大阪大学理学部長  常深 博 

神戸大学理学部長   齋藤政彦 

奈良女子大学理学部長  林井久樹 

島根大学総合理工学部長     廣光一郎 

岡山大学理学部長  吉野雄二 

広島大学理学部長  楯 真一 

山口大学理学部長  松野浩嗣 

徳島大学理工学部長  河村保彦 
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愛媛大学理学部長   平野 幹 

高知大学理学部長  鈴木知彦 

九州大学理学研究院長  中田正夫 

佐賀大学工学系研究科長 石橋孝治 

熊本大学理学部長  市川聡夫 

鹿児島大学理学部長  與倉昭治 

琉球大学理学部長  山崎秀雄 

 



 
2016 年 11 月 1 日（火） 陸奥新報 2 面掲載 
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[問合せ先]弘前大学理工学研究科 

E-mail:r_koho@hirosaki-u.ac.jp 
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※この画像は当該ページに限って東奥日報社が
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[問合せ先]弘前大学理工学研究科 

E-mail:r_koho@hirosaki-u.ac.jp 

 



【掲載日】2016 年 11 月 15 日 

 
【学科別】機械科学科 

 
【タイトル】 
大学院博士前期課程 2 年の菊池大樹さん（知能機械工学コース）が ICAEESE 2016 で'Best 
Student Paper Award' in the area of Micro and Nano Electronics を受賞しました。 

 
【本文】 
賞の名称：'Best Student Paper Award' in the area of Micro and Nano Electronics 
受賞者：Hiroki Kikuchi（笹川研 修士 2 年 菊池大樹） 
発表題目：Evaluation of Threshold Current Density of Electromigration Damage 

Considering Passivation Thickness 
会議名称：ICAEESE 2016 
    （International Conference of Electrical, Electronic & Systems Engineering 
2016） 
開催地：Putrajaya(マレーシア) 
受賞日：2016/11/15 



 
  



【掲載日】2016 年 11 月 20 日 

 
【学科別】数物科学科 

 
【タイトル】 
平成28年度東北ORセミナー若手研究交流会で大学院博士後期課程安全システム工学専攻

3 年の小笠原悠さんが学生優秀発表賞を授賞しました。 

 
【本文】 
2016 年 11 月 19 日～20 日に東北大学片平キャンパスで日本オペレーションズ・リサーチ

学会東北支部事業として開催された平成 28 年度東北 OR セミナー若手研究交流会で，金研

究室所属の大学院博士後期課程安全システム工学専攻 3 年小笠原悠さんが学生優秀発表賞

を授賞しました。 

  
賞の名称：学生優秀発表賞 
受賞者：小笠原 悠 
発表題目：顧客の座席位置の選択行動を考慮した予約制御について 
会議名（開催場所）：平成 28 年度東北 OR セミナー若手研究交流会（東北大学片平キャン

パス） 

  
平成 28 年度東北 OR セミナー若手研究交流会 HP： 
http://www.akita-pu.ac.jp/system/mse/mis/inakawa/public/tors/seminar2016/index.html 

 
  



【掲載日】2016 年 11 月 25 日 

 
【学科別】物質創成化学科 

 
【タイトル】 
電気化学会東北支部第 29 回東北若手の会で大学院博士前期課程 1 年の川井勇斗君が優秀

発表賞を受賞しました。 

 
【本文】 
平成 28 年 11 月 25 日に青森市で開催された電気化学会東北支部第 29 回東北若手の会にお

いて、川井勇斗君（阿部研究室）が優秀発表賞を受賞しました。 

  
学会名：電気化学会東北支部第 29 回東北若手の会 優秀発表賞 
受賞者：川井勇斗 
   （大学院博士前期課程理工学専攻物質創成化学コース１年） 
発表タイトル：「有機 p-n 接合体系光カソードおよび WO3光アノードを用いた可視光駆動

型水の完全分解システムの構築」 



 

  



【掲載日】2016 年 11 月 25 日 

 
【学科別】電子情報工学科 

 
【タイトル】 
電気化学会東北支部第 29 回東北若手の会で大学院博士前期課程 2 年の板垣 威亮君が優秀

発表賞を受賞しました。 

 
【本文】 
平成 28 年 11 月 25 日に青森市で開催された電気化学会東北支部第 29 回東北若手の会にお

いて，板垣 威亮君（千坂研究室）が優秀発表賞を受賞しました。 

  
学会名：電気化学会東北支部第 29 回東北若手の会 優秀発表賞 
受賞者：板垣 威亮 
   （大学院博士前期課程理工学専攻電子情報工学コース 2 年） 
発表タイトル：「チタン酸窒化物触媒の酸素還元活性向上と活性点解明に関する研究」 



 
  



【掲載日】2016 年 12 月 2 日 

 
【学科別】自然エネルギー学科 

 
【タイトル】 
大学院博士後期課程 2 年の Surachai Karnjanakom さんが The 29th International 
Symposium on Chemical Engineering で優秀発表賞を受賞しました。 

 
【本文】 
賞の名称：優秀発表賞(best oral presentation award) 
受賞者：Surachai Karnjanakom（D2） 
講演題目：High stability and selectivity of Mg-Cu/b-zeolite for BTXs production from 

deoxygenation of furfural 
会議名称および開催地：The 29th International Symposium on Chemical Engineering
（第 29 回化学工学に関する国際シンポジウム）（ISChE2016）（宮崎） 
受賞日：2016 年 12 月 2 日 



 

 


